
　
『
常
総
広
域
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
』

の
愛
称
を
募
集
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
採
用
さ
れ
た
方
に
は
組
合

か
ら
粗
品
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。
但

し
、
採
用
さ
れ
た
名
称
に
複
数
の
応

募
が
あ
っ
た
場
合
は
、
抽
選
で
決
定

い
た
し
ま
す
。　

【
応
募
方
法
】

　

郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
、
次
の
事
項
を
記
入
し

て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

新
し
い
施
設
の
愛
称
（
漢
字
の
場

合
は
「
ふ
り
が
な
」
を
付
し
て
く

だ
さ
い
）

② 

名
称
の
説
明
（
名
付
け
た
理
由
な

ど
を
簡
潔
に
記
し
て
く
だ
さ
い
）

③ 

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
「
ふ
り

が
な
」、
年
齢
、
電
話
番
号

【
応
募
締
切
】

　

平
成
24
年
１
月
30
日
（
月
）

　
（
郵
便
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
、
当

日
受
信
有
効
）

【
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
】

〒
３
０
２
―

０
１
１
７

守
谷
市
野
木
崎
４
７
０
０
番
地

常
総
運
動
公
園

「
常
総
広
域
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
愛
称

募
集
係
」

電　

話　

０
２
９
７
（
48
）
５
６
７
５

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
９
７
（
45
）
７
３
６
５

電
子
メ
ー
ル

joso-sport-park@
cello.ocn.

ne.jp

【
そ
の
他
】

　

応
募
作
品
に
つ
い
て
は
、
そ
の
趣

旨
を
損
な
わ
な
い
範
囲
に
お
い
て
修

正
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。
ま
た
、

応
募
作
品
に
関
す
る
一
切
の
権
利
は

常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。（
応
募

者
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
こ
の

募
集
以
外
の
こ
と
に
使
用
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
）

愛愛    
    

称称    
    

募募    
    

集集

ご意見、ご要望をお気軽にお電話ください。
●常総地方広域市町村圏事務組合「管理課」 ☎ 0297 (48) 2339
●常総環境センター（ごみ処理施設） ☎ 0297 (48) 2314
●常総広域消防 ☎ 0297 (23) 0119
●常総運動公園（スポーツ施設） ☎ 0297 (48) 5675
●常総広域地域交流センター（温浴 •宿泊施設） ☎ 0297 (48) 3217

●消防テレホンサービス ☎ 0297 (22) 0119
   （常総《旧石下地区を除く》•守谷 •つくばみらい地区）
●常総広域視聴覚ライブラリー ☎ 0297 (48) 2339
●県南総合防災センター ☎ 0297 (83) 2776
※地域交流センターの予約受付は3月1日より行います。

展望
風呂

露天
風呂

ｻｳﾅ

ﾘﾗｸｾﾞｰｼｮﾝｺｰﾅｰ

【和室】

【洋室】

【和室】【和室】
宿　泊　室

【和室】

【洋室】

【洋室】

宿
泊　
室

展望デッキ

屋上庭園

受付

ステージ

多目的ホール
レストラン

入口

研修室

特産物
直売所

地域交流スペース

健康増進スペース

入口

完成間近！急ピッチで進む工事完成間近！急ピッチで進む工事
ｻｳﾅ

展望
風呂

露天
風呂

ﾘﾗｸｾﾞｰｼｮﾝｺｰﾅｰ

展望デッキ

【和室】

【洋室】

【和室】【和室】
宿　泊　室

【和室】

【洋室】

【洋室】

宿
泊
室

完成予想図

施設利用料金及び開館時間等については3ページをご覧ください。

広報 自然と文化が調和した活気あふれる圏域 平成24年 1月15日 第47号

編集･発行
常総地方広域市町村圏事務組合

守谷市野木崎2522番地
TEL.0297(48)2339

http: //www.jyouso-koiki.or.jp

自然と文化が調和した活気あふれる圏域

常総広域常総広域地地域域交交流流
センターセンター

44月月にオープンにオープン



保管場所周
辺の

保管場所周
辺の

放射線量測
定箇所

放射線量測
定箇所

じ ょ う そ う平成24年１月15日発行 第47号（2）

　常総環境センターにおいて排ガス、

排水についてモニタリング調査を行っ

たところ、排ガス、排水については放

射能の検出は認められませんでした。

引続きモニタリングを行い、結果は組

合ホームページに掲載していきます。

※測定結果は組合ホームページからもご覧になれます。

常総環境センター放射能濃度測定（モニタリング）結果

項　　目 採 取 日 単　　位 測定結果

排ガス（２号焼却炉） H23. 11. 26 ベクレル /㎥ 不検出

排　　　　　　　 水 H23. 11. 26 ベクレル /㎏ 不検出

●子供部屋
　（寝室）

●階段
　（1階以外に寝室がある場合）

●寝室

●台所
　（任意）

　

常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
か
ら
排
出

さ
れ
る
飛
灰
固
化
物
（
す
す
）
の

放
射
能
量
は
、
１
万
２
７
５
０

ベ
ク
レ
ル
（
12
月
５
日
測
定
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
初
の

３
万
１
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
か
ら

は
半
分
以
下
に
な
り
ま
し
た
が
、

８
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
を
超
え
る
物

の
処
分
先
の
見
通
し
が
得
ら
れ
な

い
の
で
引
続
き
保
管
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。（
写
真
①
）

　

飛
灰
固
化
物
は
、
ド
ラ
ム
缶
に

密
封
し
て
組
合
敷
地
に
二
重
の
遮

へ
い
板
を
設
置
し
、
そ
の
間
に
土

砂
を
詰
め
た
大
型
の
土
の
う
を
配

置
し
て
保
管
し
て
い
ま
す
。（
写

真
②
）

　

保
管
場
所
の
敷
地
境
界
で
は
平

均
放
射
線
量
が
０
・
35
〜
０
・
43

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
に
対
し

て
、
遮
へ
い
板
に
当
て
て
測
定
す

る
と
０
・
26
〜
０
・
29
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
と
敷
地
境
界
よ
り
低

い
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
飛
灰
固
化
物
の
保
管
場

所
の
確
保
が
で
き
ず
、
困
難
な
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

飛
灰
固
化
物
の
放
射
能
量
が
高

い
原
因
は
、
草
木
や
そ
れ
に
付
着

し
た
土
な
ど
に
よ
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
飛
灰

の
量
を
減
ら
す
た
め
、
全
て
の
ご

み
の
減
量
化
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

測定箇所
保管前 保　　管　　後

平　均
７月22日 11月14日 12月12日 12月22日

敷
地
境
界

①北西境界 ― 0.35 0.35 0.36 0.35

②北東境界 ― 0.38 0.38 0.40 0.39

③東境界 0.53 0.39 0.35 0.38 0.37

④南東境界 ― 0.45 0.44 0.40 0.43

⑤南西境界 ― 0.35 0.37 0.32 0.35

遮
へ
い
板
表
面

⑥北西 ― 0.29 0.28 0.29 0.29

⑦北東 0.32 0.27 0.24 0.27 0.26

⑧東 0.25 0.25 0.26 0.27 0.26

⑨南東 0.25 0.29 0.30 0.29 0.29

⑩南西 ― 0.27 0.27 0.26 0.27

⑪西 ― 0.27 0.26 工事中 0.27

⑫出入口 ― 0.45 0.35 0.41 0.40

⑬出入口３ｍ ― 0.35 0.36 0.33 0.35

⑭北東山林 0.45 0.35 0.34 0.34 0.34

写
真
②
土
砂
を
詰
め
た

大
型
土
の
う
配
置

高
さ
２
メ
ー
ト
ル
以
上

写
真
①
保
管
状
況

飛
灰
固
化
物
の
量
を
減
ら
す
た
め

飛
灰
固
化
物
の
量
を
減
ら
す
た
め

　
　
　
　

ご
み
減
量
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　
　
　

ご
み
減
量
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

◎
問
合
先　

常
総
環
境
セ
ン
タ
ー　

☎
４
８
・
２
３
１
４

◎
問
合
先　

常
総
環
境
セ
ン
タ
ー　

☎
４
８
・
２
３
１
４

内側に鉛遮へい板設置

　

毎
年
、
全
国
で
建
物
火
災
に
よ

り
千
人
以
上
の
尊
い
人
命
が
失
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
約
９
割
は

住
宅
火
災
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま

た
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
発
生

状
況
は
、
要
因
別
に
見
る
と
「
逃

げ
遅
れ
」
が
約
６
割
を
占
め
、
年

齢
別
に
見
る
と
65
歳
以
上
の
高
齢

者
が
約
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
を
少

し
で
も
減
ら
そ
う
と
、
平
成
16
年

に
消
防
法
が
改
正
さ
れ
て
住
宅
に

も
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
で

は
新
築
、
既
存
に
関
係
な
く
、
す

べ
て
の
住
宅
で
設
置
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら

昨
年
６
月
時
点
で
の
都
道
府
県
別

普
及
率
調
査
（
推
計
）
に
よ
れ
ば
、

茨
城
県
は
54
・
９
％
で
全
都
道
府

県
の
中
で
も
ワ
ー
ス
ト
第
４
位
に

あ
た
り
、
全
国
平
均
の
71
・
１
％

を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
火
災
の

発
生
に
す
ば
や
く
反
応
し
、
大
き

な
警
報
音
や
音
声
で
居
住
者
に
火

災
を
知
ら
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
皆

さ
ん
と
家
族
の
大
切
な
生
命
を
火

災
か
ら
守
る
働
き
を
し
て
く
れ
ま

す
。
未
設
置
の
ご
家
庭
は
す
み
や

か
に
設
置
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。（
設
置
が
必
要
と
さ
れ
る

場
所
は
基
本
的
に
は
寝
室
や
階
段

等
で
、
全
部
に
設
置
し
た
と
し
て

も
イ
ラ
ス
ト
の
例
に
示
す
と
お
り
、

一
般
の
住
宅
で
あ
れ
ば
数
個
程
度

で
す
）

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
や
家
電
量
販
店
、
防
災

機
器
販
売
店
な
ど
で
扱
っ
て
い
ま

す
。
購
入
に
際
し
て
は
、
悪
質
な

訪
問
販
売
に
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
左
記
の
地
元
消
防
本
部
ま

で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

設
置
し
て
あ
り
ま
す
か
？

   

住
宅
用
火
災
警
報
器

住
宅
用
火
災
警
報
器

■常総地方広域市町村圏事務組合消防本部予防課
　　☎0297-23-0904（直通）
  （常総市・守谷市・つくばみらい市にお住まいの方）

■取手市消防本部予防課
　　☎0297-74-1429（直通）
  （取手市にお住まいの方）

保管場所周辺の放射線量測定箇所
単位：マイクロシーベルト /時



じ ょ う そ う 平成24年１月15日発行（3）第47号

歳出説明

歳入説明
　

平
成
22
年
度
常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
の
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
は
、
歳
入
１
２
６
億
５
千
３
百
53
万
円（
対
前
年
比
１
０
６
・
３
％
増
）、

歳
出
１
２
１
億
３
千
51
万
円（
対
前
年
比
１
０
９
・
３
％
増
）と
な
り
、
歳
入

と
歳
出
の
差
引
額
は
５
億
２
千
３
百
２
万
円
で
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
ま
し
た
。

 分担金及び負担金 ：構成4市からの負担金
 組合債 ：ごみ処理施設整備、地域交流センター整備・高規
   格救急車購入の借入金
 国庫支出金 ： ごみ処理施設更新事業に対する国からの交付金
 繰越金 ：前年度繰越金
 使用料及び手数料 ：常総運動公園・白寿荘・防災センター施設使用料、 
   自動販売機設置使用料等、ごみ処理・危険物取扱 
   手数料
 諸収入 ：資源物売払、銀行預金利子、高速道路救急業務支
   弁金、委託業務に係る電気使用料相当分等
 財産収入 ：常総環境センター建設基金の銀行預金利子

衛生費：常総環境センター管理運営経費、ごみ処理施設更新事業費
消防費：消防の管理運営経費、高規格救急車購入費
民生費：白寿荘の管理運営経費、障害者施設管理費、地域交流センター
 建設事業費
土木費：常総運動公園の管理運営経費
公債費：組合借入償還金
総務費：総括的運営調整経費、職員共同研修経費、公平委員会・監査・
 防災センターの運営経費など
議会費：議会関係の運営費
教育費：教育委員会運営経費、視聴覚ライブラリー管理運営経費

歳　出
121億3,051万円

衛生費
89億7,726万円
（74.0％）

消防費
22億6,069万円
（18.6％）

公債費
1億9,249万円
（1.6％）

土木費
2億3,740万円
（2.0％）

民生費
3億4,639万円
（2.9％）

総務費
1億1,510万円
（0.9％）

議会費/教育費
   101万円（0.0％）
      17万円（0.0％）

歳　入
126億5,353万円

分担金及び負担金
51億9,878万円
（41.1％）

組合債
44億1,770万円
（34.9％）

国庫支出金
23億3,434万円
（18.4％）

繰越金
3億3,776万円
（2.7％）

使用料及び手数料
2億7,222万円
（2.2％）

諸収入／財産収入
9,241万円（0.7％）
 32万円（0.0％）

平成平成 2222年度の組合決算概要年度の組合決算概要

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
３
階
建
で
、
温
浴
・
宿

泊
・
健
康
増
進
施
設
な
ど
が
整
備

さ
れ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
も
対
応

し
た
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
る
施
設
と

な
り
ま
す
。

　

施
設
の
予
約
は
、
3
月
1
日
か

ら
、
０
２
９
７
（
48
）
３
２
１
７

で
電
話
受
付
い
た
し
ま
す
。

常
総
運
動
公
園

　

昨
年
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震

災
の
際
、
公
園
入
口
及
び
駐
車
場

の
一
部
で
液
状
化
現
象
に
よ
る
段

差
が
生
じ
、
緊
急
修
繕
を
し
て
利

用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で

す
が
、
こ
の
た
び
1
月
か
ら
３
月

ま
で
本
格
復
旧
工
事
に
着
工
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
方
々
に
は
、
な
に
か

と
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

常総広域地域交流センターの施設使用料及び開館時間
使用区分 単　位 使　　用　　料 開館時間等（使用時間）

2　

・　

3 

階

温浴施設

・露天風呂
・展望風呂
・サウナ風呂

1人１回につき

高校生以上（15歳以上）
　１回　500円
　回数券（11枚）5,000円

土曜日、日曜日及び休日の場合
　午前９時 30分から午後 10時まで

上記以外の日の場合
　午前 10時から午後 10時まで

65歳以上、小･中学生、障害者
　１回　300円
　回数券（11枚）3,000円

幼児、障害者（小･中学生）　無料

宿泊施設
（定員 66名）
・和室　８部屋
・洋室　６部屋

1人１泊につき
（朝食込み）

高校生以上（15歳以上）　4,000円
65歳以上 3,800円
小･中学生 3,000円

宿泊　午後３時から翌日の
　　　午前 10時まで
休憩　午前９時から午後 5時まで
　　　（宿泊が無い場合）休憩１室１時間につき 1,000円

1　
　
　
　

階

健康増進施設
(フィットネスジム )
・122㎡

1人１回につき 600円 土曜日、日曜日及び休日の場合
　午前 10時から午後８時 30分まで
上記以外の日の場合
　午前 10時から午後９時 30分まで会員　１月 6,000円

研修室
・90㎡

1時間につき
全部　300円
半分　200円

土曜日、日曜日及び休日の場合
　午前９時から午後９時まで
上記以外の日の場合
　午前９時から午後 10時まで

多目的ホール
・172㎡

1時間 ( 貸切 ) につき
全部　2,000円
半分　1,000円

休憩個人利用　１人につき 100円

宿泊　1人１泊につき
（朝食込み）

高校生以上（15歳以上）　3,000円
小･中学生 2,500円

地域交流スペース 1 時間につき 300円

レストラン (80㎡ ) 入店無料 午前 10時から午後９時まで

備　考　１.  休館日　毎月第２、第４火曜日　　２.  10 名以上の団体利用から常総広域圏内の無料送迎有

組
合
全
員
協
議
会
（
６
月
24
日
）　
　
　
　
　
　

・ 

夏
期
の
節
電
対
策
、
放
射
線
対
策
、
第
三
次
ご
み
処
理
施
設
の
運

　

営
管
理
発
注
支
援
業
務
、
損
害
賠
償
等
請
求
事
件
（
廃
プ
ラ
ス
チ

　

ッ
ク
圧
縮
梱
包
固
形
燃
料
製
造
業
務
）に
つ
い
て
協
議

組
合
議
会
臨
時
会
（
６
月
24
日
）

・
組
合
議
会
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て
（
指
名
推
選
）

　
（
常
総
市
選
出
議
員
の
中な
か
む
ら村
安や
す
お雄
氏
が
選
任
）

・
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い
て
（
承
認
）

　
（
運
動
公
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
）

・
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い
て
（
承
認
）

　
（
損
害
賠
償
等
請
求
事
件
に
係
る
弁
護
士
委
託
料
、
東
日
本
大
震
災

　

に
お
け
る
運
動
公
園
の
災
害
復
旧
工
事
に
係
る
設
計
委
託
料
で
５

　

４
０
万
円
を
予
備
費
よ
り
充
当
し
た　

補
正
予
算
（
第
1
号
））

・
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て（
可
決
）

　
（
平
成
24
年
４
月
か
ら
家
庭
系
直
接
搬
入
ご
み
処
理
手
数
料
が
、
１

　

４
３
円
／
10
㎏
（
別
途
消
費
税
）
に
改
正
）

・
組
合
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て
（
選
任
同
意
）

　
（
山や
ま
ぐ
ち口
大
ひ
ろ
し

氏（
常
総
市
教
育
長
）、後ご
と
う藤
光み
つ
よ
し良
氏（
守
谷
市
教
育
長
）を

　

選
任
同
意
）

組
合
議
会
定
例
会
（
10
月
４
日
）

・
専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て
（
報
告
）

　
（
交
通
事
故
に
係
わ
る
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
和
解
す
る
こ
と
）

・
専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て
（
承
認
）

　
（
特
別
職
の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

・
平
成
22
年
度
組
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
（
認
定
）

　
（
歳
入
１
２
６
億
5
千
3
百
53
万
円
、
歳
出
１
２
１
億
3
千
51
万
円

　

の
認
定
）

・
平
成
23
年
度
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て（
第
２
号
）（
可
決
）

　
（
歳
入
歳
出
1
億
5
千
4
百
56
万
8
千
円
増
額
し
、
予
算
総
額
１
８

　

７
億
3
百
39
万
6
千
円
と
し
た
）

・
組
合
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

　
（
後
藤
光
良
氏（
守
谷
市
教
育
長
・
再
任
）を
任
期
満
了
に
伴
う
選
任
同
意
）

・
常
総
市
菅
生
町
大
谷
津
地
区
管
理
型
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建

　

設
計
画
中
止
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て
（
継
続
審
査
）

・
国
の
責
任
に
お
い
て
焼
却
灰
等
の
最
終
処
分
場
の
確
保
を
求
め
る

　

意
見
書
に
つ
い
て
（
可
決
）

組
合
議
会
臨
時
会
（
12
月
19
日
）

・
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い
て
（
承
認
）

　
（
組
合
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
）

・
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い
て
（
承
認
）

　
（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
改
正
等
に
よ
り
人
件
費
で
6
百

　

98
万
4
千
円
を
予
備
費
よ
り
充
当
し
た　

補
正
予
算
（
第
３
号
））

・
常
総
広
域
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

　

の
制
定
に
つ
い
て
（
可
決
）

　
（
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
開
館
時
間
及
び
休
館
日
、
使
用
料
等
の
管
理

　

に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
）

・
組
合
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て（
可
決
）

　
（
放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
焼
却
灰
取
扱
作
業
の
特
殊
勤
務
手
当
制
定
）

・
指
定
管
理
者
（
常
総
広
域
障
害
者
支
援
施
設
・
常
総
広
域
地
域
交

　

流
セ
ン
タ
ー
）
の
指
定
に
つ
い
て
（
可
決
）

・
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
可
決
）

　
（
第
三
次
ご
み
処
理
施
設
建
設
工
事
の
工
期
延
長
６
ヶ
月
及
び
契
約

　

額
の
年
次
割
変
更
）

・
平
成
23
年
度
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て（
第
４
号
）（
可
決
）

　
（
歳
入
歳
出
1
千
１
８
８
万
9
千
円
を
増
額
し
、
１
８
７
億
1
千
５
２
８

　

万
5
千
円
と
し
た
。主
な
理
由
は
運
動
公
園
の
災
害
復
旧
に
よ
る
増
額
）

・
組
合
負
担
金
の
負
担
割
合
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
（
可
決
）

　
（
常
総
広
域
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
負
担
割
合
）

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

議
会会
活
動動
報
告告

福
祉
セ
ン
タ
ー
「
白
寿
荘
」

　

常
総
地
方
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
白
寿
荘
」
は
、
昨
年
12
月
28
日

を
も
っ
て
閉
館
と
な
り
ま
し
た
。

　

長
い
間
の
ご
利
用
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

常
総
広
域
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

4
月
オ
ー
プ
ン
の
常
総
広
域
地
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廃
蛍
光
管
回
収
ポ
ス
ト

平成24年4月から不燃ごみの分け方出し方が変わります
今まで不燃ごみとしていたプラスチック製容器包装とペットボトルは資源物として、蛍光管は有害ごみとして分別します。

【対象品】
プラスチック製容器包装とは？
プラスチック製の「商品の入れ物」や、「商品を包んでいた物」です。

【対象品】
材質がペット樹脂（PET）であっても、下記の種類以外の物は出せません。

分け方出し方 分け方出し方

対象品 出し方

・直管タイプ
・環形（円形）タイプ
・コンパクトタイプ
・電球型タイプ

① 割れないように購入時の箱などに入れる。
② 市役所や公民館などに設置される「回収
箱」へ出す。

※ 白熱球、ＬＥＤ電球、割れてしまった
蛍光管は「不燃ごみ」へ

　あき缶専用袋が資源物専用（共通）袋へ変わるのと同時に、可燃ごみ袋と不燃ごみ袋についても、結び手が付きしばりやすい袋になります。不燃ごみ袋は（大）
から（中）袋になり、資源物専用袋については今までのあき缶サイズ（大）に加え小サイズが追加となります。新しい袋は2月すぎから順次店頭に並ぶ予定です。

家庭系直接搬入ごみの処理手数料が変わります
　平成24年４月から、一般の家庭から常総環境センターへ直接ごみを持ち込む
際にかかる手数料が、変更となります。
　新たな手数料は、次のとおりです。
 10キログラムにつき  143円＋消費税（ただし10kgに満たない場合でも１回につき143円＋消費税をいただきます）
　※環境センターにごみを持ち込むには、各市衛生担当課が発行する「搬入許可証」が必要です。

粗大ごみの区分が変わり、収集運搬には料金がかかります
区分･･･「 指定袋には入らないもの」または「入っても袋の結び手部がしばれ

ないもの」
料金･･･粗大ごみ１点につき５００円
※くわしくは、お住まいの市役所衛生担当課へお問い合わせください。

●資源物（大） ●資源物（小） ●可燃ごみ（中） ●可燃ごみ（小） ●不燃ごみ（中） ●事業所専用（可燃ごみ用）

①「プラ」マークが付いている
　ことを確認
②中身を使い切る 
③ 汚れている物は拭き取る、
　または洗って水気を切る 
※汚れの落ちない物は「不燃ごみ」へ

① 「ペットボトル」
　マークが付いているもの
②中身を使い切る 
③ キャップは必ず取り、ラベル
を剥がす
④ 洗って、水気を切ってつぶす

箱

皿 袋

カップ型容器 チューブ型容器 ペットボトルのキャップ
飲料水 しょうゆ 醤油加工品

みりん風味
調味料

わける あらう つぶす

水気をきる

ノンオイル
ドレッシング

食酢、合成酢、
調味酢

ラベル等ボトル

ペットボトル

指定指定ごみごみ 袋袋 のの種類種類 とと 大大 きさがきさが変変 わりますわります

丸を付ける丸を付ける

ペットボトル

プラスチック製
容器包装

プラスチック製容器包装

蛍　光　管

※これまでの指定袋については、引き続き同じごみ種の袋として使えます。
　旧あき缶袋については、あき缶のほか、油性ペンなどで書き直せば、プラスチック製容器包装や、ペットボトル用の袋として使用することができます。


